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１ アクションプランの概要 
 

（１）策定の趣旨 

 

本市は、様々な課題に対しデジタル技術を活用することで、さらなる「市民サービスの

向上」と「業務の効率化」を達成するため、令和５年に「本巣市 DX 推進計画（以下、「DX

推進計画 」という。）」を策定しました。 

DX 推進計画では、３つの基本方針に基づいてデジタル化を進めることとしており、そ

の具体的な事業を示すものとして「本巣市 DX 推進計画アクションプラン （以下、「アク

ションプラン」という。）」を策定し、本市のデジタル化に取り組みます。 

 

 

 

 

（１）市民の利便性の向上 

「市民が自分にとって最適な方法を選んで行政サービスの手続きをしたり、利

用できる環境を目指します。」 

（２）市民にわかりやすい情報の提供 

  「市政に関する情報を積極的にわかりやすく提供する機会を充実し、市民が自

分にとって最適な方法で情報を受け取ることができるよう目指します。」 

 

（３）デジタル化の推進 

  「限られた職員でも行政サービスを維持していくため、デジタル技術の活用に

よる業務効率化を図り、丁寧に市民に対応できる姿を目指します。」 

DX 推進計画における３つの基本方針 



（２）位置付け 

 

 アクションプランは、本市の DX を計画的かつ効果的に進めるために、具体的に実施す

る事業を示すものです。 

また、本巣市デジタル田園都市構想総合戦略（第３期本巣市総合戦略）と連携し、様々

な分野でデジタル技術を活用することで地域の課題解決を図るものとし、第 3 期総合戦略

の推進をデジタル技術が下支えする役割を担います。 
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（３）基本姿勢 

デジタル技術の導入や拡充においては、「タイミングの見極め」が重要です。特に、デジ

タル技術がニーズに追いついていない場合や、逆にニーズがデジタル技術に追いついてい

ない場合には注意が必要です。また、市の財源は有限であり、優先順位を考慮して事業を

見送ることもあるため、アクションプランの実行に際しては、導入や拡充を前向きに検討

しつつ、最終的には「タイミング」を重視し、市全体の優先順位に基づいて判断すること

とし、誰一人取り残さない、人に優しいデジタル化を実現することを基本姿勢とします。 

アクションプランを実行するにあたっての基本姿勢 

 

 

課題を発見 新たな技術の登場 

見合う技術があるか？ 

・検証 
・有効性の見込み 

真にニーズがあるか？ 

タイミングの見極め 

・分析 
・デジタル化の検討 

効果は？財源は？ 
（イニシャルコスト、ランニングコスト） 

市としての優先順位づけ 

優先順位：高 
⇒予算化・導入・運用開始 

優先順位：（今は）低 
⇒来たるべきタイミングに備えて 
  次代に引継ぎ 

誰一人取り残さない、人に優しいデジタル化の実現 



（４）実施期間及び進捗管理 

 

アクションプランの実施期間は、ＤＸ推進計画に合わせ、令和９年度（２０２７年度）

までとします。 

なお、社会情勢の変化やデジタルの進展、国の動向等を踏まえ、毎年度、進捗の確認・

評価を行い、必要に応じて内容の修正や追加を行います。 
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中間見直し 

 

 

進捗確認・評価 
修正・追加 

進捗確認・評価 
修正・追加 

進捗確認・評価 
修正・追加 



 

２ 基本方針別事業 
 

 本市のデジタル化に向けた各事業は、DX 推進計画で定めた３つの基本方針に沿って進

めます。 

基本方針（大分類） 
事業 

番号 
事業名 

（１） 

市民の利便性の向上 

① 書かない窓口の拡充 総合戦略 

② 口座登録システムの導入 

③ 行政手続きのオンライン化の推進 総合戦略 

④ キャッシュレス決済の拡充 

⑤ 商品券のデジタル化 

⑥ 施設予約システムの拡充 

⑦ 施設鍵管理システムの導入 

⑧ バスロケーションシステムの拡充 総合戦略 

⑨ 電子図書館の実現 

⑩  ユニバーサル窓口支援サービスの導入     〔R8 追加〕 

（２） 

市民にわかりやすい 

情報の提供 

① SNS による情報発信の推進 総合戦略 

② SMS による通知 

③ 子育て支援サイト・アプリによる情報発信の充実 総合戦略 

④ 支払通知の電子化               〔R8 追加〕 

⑤ VR 震災体験による濃尾地震の伝承      〔R8 追加〕 

（３） 

デジタル化の推進 

① デジタル人材の育成 

② RPA の推進 

③ AI 技術の活用 

④ 情報セキュリティ対策の強化 

⑤ ペーパーレス会議システムの導入 

⑥ 電子決裁の推進 

⑦ GIGA スクールの推進 

⑧ 庁内 GIS 統合の推進 

⑨ AI による衛星画像解析技術を用いた漏水リスク調査の推進 

⑩ 水道スマートメーターの推進 

⑪ スマート農業技術の導入支援 総合戦略 

⑫ 有害鳥獣による農作物被害遠隔監視 総合戦略 

 

 





















アクションプラン取組項目票 

 

事業番号 (1)-⑩                         〔R8 追加〕 

事業名 ユニバーサル窓口支援サービスの導入 

担当部署 福祉支援課 

概要 

外国人住民や聴覚障がい者は、窓口での言葉の壁により不安や再来庁の負

担を抱えています。本サービスでは映像通訳により正確な意思疎通を実現

し、案内漏れや誤解を防ぐことで、「伝わる安心感」と迅速な課題解決を提

供し、誰もが円滑に手続きを行える行政サービスの実現を図ります。 

現状・課題 

外国人住民や聴覚障がい者は言語の壁により必要な支援を受けにくく、聞

き取りミス等で再来庁の負担が生じています。また、職員の能力に依存した

対応によりサービスの質にばらつきが生じています。 

取組内容 

タブレット端末を活用し多言語映像通訳サービスを導入することで聴覚

障がいや難聴のある方、外国人などとのコミュニケーションを円滑に行いま

す。 

期待される

効果 

聴覚障がいや難聴のある方、外国人など、コミュニケーションに課題のあ

るケースにおける対応時間を削減することで、窓口での滞在時間を短縮し、

相談の円滑化と住民満足度の向上が期待できます。 

実施スケジ

ュール 

令和７年度 令和８年度 令和９年度 

－ 

  

 
 

指標 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

活動指標 

多言語映像通訳サービスの年間利用件数 

－ 15 件 20 件 

成果指標 

外国人及び聴覚障がい者の窓口対応に要する１件当たりの平均時間の短縮 

－ 55 分 50 分 

アンケートにおける「内容を正しく理解できた」という回答の割合 

－ 80％ 85％ 

 

サービス 
導入・試験運用 

運用 









アクションプラン取組項目票 

 

事業番号 (2)-④                         〔R8 追加〕 

事業名 支払通知の電子化 

担当部署 会計課 

概要 
各事業者等への口座振替による支払内容について、各事業者等が Web 上

でリアルタイムに確認できるようにします。 

現状・課題 

 事業者等に対して、振込明細を記載した口座振込案内書を郵送しているた

め、到達までのタイムラグが生じるほか、紛失による問い合わせが発生し、

事業者等の負担となっています。 

取組内容 
 支払通知の電子化により、事業者等が迅速に振込情報の詳細を確認できる

環境を整備します。 

期待される

効果 

事業者等が必要なタイミングで支払情報を確認できるようになり、紛失や

再発行依頼に伴う問い合わせ対応時間の短縮が図られます。また、郵送料等

の経費削減に加え、封緘作業に係る事務負担の軽減にもつながります。 

実施スケジ

ュール 

令和７年度 令和８年度 令和９年度 

－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

指標 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

活動指標 

システムへの ID 登録件数（累計） 

－ 640 1,800 

支払情報の閲覧回数（回／年） 

 1,600 5,400 

成果指標 

サービスの利用満足度（5 ポイント満点） 

－ 3.8 4.0 

 

システム導入・ 
運用開始 運用 
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